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九 

最

終

試

験 
 

 

審

査

委
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会

は

、

本

論

文

の

提

出

者

は

最

終

試

験

に
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し
た
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本
論
文
の
提
出
者
は
次
の
よ
う
な
視
点
・
方
法
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、

日
本
・
中
国
両
国
が
近
代
の
時
期
に
、
西
洋
列
強
の
圧
力
に
社
会
・
文
化

の
面
で
い
か
に
対
応
す
る
べ
き
か
と
い
う
共
通
の
課
題
を
担
い
、
そ
れ
ぞ

れ

の

仕

方

で

対

応

を

な

し

た

―

こ

の

よ

う

な

日

・

中

近

代

史

観

に

立

ち

、

日
・
中
間
の
語
彙
交
渉
を
こ
の
大
き
な
歴
史
の
動
き
に
組
み
込
ん
で
捉
え

よ
う
と
す
る
。
か
か
る
視
点
・
方
法
に
立
っ
て
提
出
者
は
、
中
国
人
の
立

場
か
ら
、
研
究
対
象
と
す
る
時
期
を
日
清
戦
争
の
終
結
す
る
一
八
九
五
年

か

ら

日

中

戦

争

の

開

始

す

る

直

前

の

一

九

三

六

年

ま

で

の

間

に

設

定

し

（
こ
の
時
期
を
、
五
四
運
動
（
一
九
一
九
年
）
を
境
に
し
て
、
日
本
語
語

彙

の

大

量

流

入

期

と

消

化

・

吸

収

期

と

に

二

分

す

る

）
、

こ

の

間

に

日

本

か
ら
中
国
に
流
入
し
た
語
彙
に
つ
い
て
、
そ
の
受
容
の
時
期
、
方
法
、
定

着
ま
で
の
過
程
を
、
語
形
・
語
義
上
の
変
化
や
近
代
中
国
語
の
語
彙
体
系

に
及
ぼ
し
た
影
響
な
ど
に
着
目
し
つ
つ
、
究
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ

の

際

、

提

出

者

は

社

会

・

文

化

的

背

景

に

も
深

く

注

意

を

払

っ

て

い

る

。 
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本
論
文
に
お
い
て
、
①
一
九
〇
〇
年
前
後
の
早
期
在
日
留
学
生
た
ち
に

よ
る
日
本
語
借
用
の
実
態
、
②
代
表
的
中
国
語
辞
書
で
あ
る
『
字
源
』（
一

九

一

五

年

）
・
『

辞

海

』
（

一

九

三

六

年

）

に

み

ら

れ

る

日

本

語

語

彙

の

定

着
と
非
定
着
を
め
ぐ
る
実
態
、
③
∧
教
え
る
人
∨
∧
学
ぶ
人
∨
を
表
す
語

や
接
辞
「
者
」
を
め
ぐ
る
日
・
中
語
彙
交
渉
の
実
態
、
な
ど
が
、
ま
っ
た

く
新
た
な
形
で
把
握
・
提
示
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。 

 

提
出
者
は
、
言
語
現
象
を
把
握
・
分
析
す
る
確
か
な
眼
識
と
手
法
と
と

も
に
、
言
語
現
象
を
社
会
的
・
文
化
的
動
き
と
関
連
づ
け
て
把
握
す
る
眼

識
と
手
法
と
を
併
せ
持
ち
、
こ
れ
ら
の
能
力
を
駆
使
し
て
、
上
記
の
二
つ

の

時

期

に

中

国

に

流

入

し

た

日

本

語

語

彙

に

関

す

る

多

面

的

な

様

相

を

め
ぐ
っ
て
、
そ
の
個
々
の
様
相
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は
全
体
的
様
相
に
つ

い
て
、
従
来
の
研
究
史
に
見
ら
れ
ぬ
新
た
な
見
解
を
形
成
・
提
示
す
る
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

特
に
提
出
者
が
、
近
代
日
・
中
間
の
言
語
上
の
交
渉
は
、
一
方
向
性
の

形
で

は

な

く

、

日

・

中

両

国

間

の

相

互

交

渉

の

形
で

な

さ

れ

た

事

実

を

，

上
記
①
②
③
の
事
例
に
即
し
て
実
証
的
に
把
握
し
、
も
っ
て
中
国
に
入
っ

た

日

本

語

語

彙

が

中

国

語

の

近

代

語

彙

体

系

形

成

に

大

き

な

寄

与

を

な

し

た

事

実

を

近

代

中

国

の

動

的

な

歴

史

の

動

向

に

即

し

て

究

明

し

た

点

は
、
新
し
い
研
究
の
方
向
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、
研
究
史
上
の
意
義
が

大
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

口
頭
試
問
に
お
い
て
審
査
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
、
①
取
り
上
げ
た
資
料

の
数
は
こ
れ
で
十
分
と
い
え
る
か
、
②
各
語
が
借
用
語
だ
と
見
極
め
る
作

業
を
具
体
的
に
説
明
し
て
ほ
し
い
、
③
借
用
語
の
実
数
を
統
計
に
よ
り
示

し
て
あ
る
が
そ
の
統
計
処
理
方
法
の
妥
当
性
を
示
し
て
ほ
し
い
、
④
早
期

接
触
期
、
大
量
流
入
期
、
吸
収
・
定
着
期
と
い
う
三
区
分
は
学
会
で
ど
の

程
度
に
認
め
ら
れ
て
い
る
か
、
な
ど
の
質
問
・
要
請
に
対
し
、
提
出
者
は

的
確
に
こ
れ
に
応
答
し
た
。 
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な
お
、
厳
密
に
言
え
ば
、
本
論
文
に
関
し
て
、
取
り
上
げ
た
資
料
数
が

果
た
し
て
必
要
十
分
と
い
え
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は
日
本

語

借

用

語

と

認

定

す

る

手

続

き

や

そ

の

統

計

上

の

処

理

方

法

に

つ

い

て

、

問
題
性
を
感
じ
さ
せ
る
面
が
な
く
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
提
出
者
に
と
っ

て
さ
ら
に
は
広
く
こ
の
種
の
研
究
に
携
わ
る
も
の
に
と
っ
て
、
ひ
と
し
く
、

今

後

解

決

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

事

柄

と

し

て

あ

る

と

い

っ

て

よ

い

で

あ
ろ
う
。 



十
二 

論
文
の
概
要 

与
さ
れ
る
に
十
分
な
資
格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

「
第
一
章
本
研
究
の
姿
勢
と
範
囲
」
で
は
、
ま
ず
本
論
文
の
「
目
的
」

が
示
さ
れ
る
。
論
者
は
、
日
本
・
中
国
両
国
が
近
代
の
時
期
に
西
洋
列
強

の
圧
力
に
社
会
・
文
化
の
面
で
い
か
に
対
応
す
る
べ
き
か
と
い
う
共
通
の

課

題

を

担

い

、

そ

れ

ぞ

れ

に

し

か

る

べ

き

対

応

を

し

た

―

こ

の

よ

う

な

日
・
中
近
代
史
観
に
立
ち
、
日
・
中
間
の
語
彙
交
渉
を
こ
の
大
き
な
歴
史

の
動
き
の
中
に
組
み
込
ん
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
。
論
者
は
、
近
代
に
お

け
る
日
本
・
中
国
間
の
語
彙
交
渉
は
、
単
純
に
一
国
か
ら
他
国
へ
の
影
響

と
い
う
一
方
向
性
で
な
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
相
互
影
響
を
含
む
、
非
常

に
複
雑
な
様
相
を
呈
し
つ
つ
な
さ
れ
た
と
し
た
上
で
、
本
論
文
で
は
、
中

国
語
の
立
場
か
ら
、
近
代
以
降
日
本
か
ら
中
国
に
入
っ
て
き
た
語
彙
に
つ

い
て
、
受
容
の
時
期
、
方
法
、
定
着
ま
で
の
過
程
を
、
語
形
・
語
義
上
の

変

化

や

近

代

中

国

語

の

語

彙

体

系

に

及

ぼ

し

た

影

響

な

ど

を

見

定

め

つ

つ
、
究
明
す
る
、
そ
の
際
、
社
会
的
・
文
化
的
背
景
と
の
関
わ
り
に
も
注

意
を
払
う
、
と
記
す
。 

「
第
二
章
日
本
語
借
用
語
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
」
で
は
、
中
国
に
お

け
る
日
本
語
借
用
語
の
研
究
史
を
回
顧
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
論
者
の
本

論
文
で
の
目
標
を
定
め
る
。 

以
上
か
ら
、
本
論
文
の
提
出
者
は
、
博
士
（
日
本
文
学
）
の
学
位
を
授 
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次
に
「
近
代
」
と
い
う
時
期
の
設
定
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
明
治
維
新

（
一
八
六
八
年
）
以
降
を
近
代
と
す
る
の
が
常
識
で
あ
る
が
、
中
国
で
は

ア
ヘ
ン
戦
争
（
一
八
四
〇
年
）
か
ら
二
十
世
紀
初
め
の
五
四
運
動
（
一
九

一
九
年
）
ま
で
を
近
代
と
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
、
本
論
文
で
は
ア
ヘ
ン

戦
争
以
後
第
二
次
大
戦
終
戦
（
一
九
四
五
年
）
ま
で
を
「
近
代
」
と
し
て

扱
う
こ
と
と
す
る
、
と
述
べ
る
。
つ
い
で
、
こ
の
「
近
代
」
を
、
第
一
段

階
―
一
八
四
〇
年
か
ら
一
八
九
五
年
（
日
清
戦
争
終
了
）
ま
で
、
早
期
接

触
期
、
第
二
段
階
―
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
一
九
年
ま
で
、
日
本
語
語
彙

の
大
量
流
入
期
、
第
三
段
階
―
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
三
七
年
（
日
中
戦

争

開

始

）

ま
で

、

日

本

語

語

彙

の

消

化

・

吸

収

期

、

の

三

期

に

分

か

つ

、

と
述
べ
る
。
加
え
て
、
本
論
文
が
実
際
に
考
察
を
加
え
る
期
間
を
、
第
二

段

階

・

第

三

段

階

（

一

八

九

五

年

か

ら

一

九

三

六

年

ま
で

）

に

し

ぼ

る

、

と
述
べ
る
。
さ
ら
に
本
論
文
で
扱
う
資
料
と
考
察
の
順
序
と
を
記
す
。 

論

者

は

、

一

九

二

〇

年

代

・

三

〇

年

代

の

日

本

語

借

用

語

の

研

究

が
、

個
別
的
に
過
ぎ
、
ま
た
文
明
批
評
的
傾
向
を
帯
び
た
も
の
で
し
か
な
か
っ



論
者
は
、
早
く
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
中
国
知
識
人
層
が
、
中
国
に
旧
来
存

し
た
外
国
人
蔑
視
の
見
地
を
改
め
、
西
洋
文
化
の
先
進
性
の
認
識
に
立
っ

て
、
西
洋
文
化
を
吸
収
す
べ
く
、
洋
学
資
料
の
中
で
西
洋
学
術
に
関
す
る

訳
語
・
新
語
の
創
出
に
努
め
た
事
実
、
つ
い
で
日
本
人
知
識
人
層
が
や
や

後
の
幕
末
・
明
治
初
期
に
、
西
洋
文
化
を
吸
収
す
べ
く
、
先
行
す
る
中
国

の
洋
学
資
料
が
載
せ
る
多
く
の
訳
語
・
新
語
を
積
極
的
に
摂
取
し
、
や
が

て
明
治
十
五
年
頃
か
ら
日
本
人
自
ら
が
数
多
の
、
同
類
の
新
語
・
訳
語
を

創
出
す
る
に
至
る
事
実(

近
代
日
本
語
形
成
上
の
重
要
な
事
実)

、
そ
の
後

日
清
戦
争(

明
治
二
七
・
二
八
年
、
一
八
九
四
・
九
五
年)

後
の
一
九
〇
〇

年
前
後
に
、
中
国
知
識
人
層
が(

中
で

も
在
日
留
学

生
た
ち
が)

、
旧
来
と

違
っ
て
日
本
の
社
会
・
文
化
を
高
く
評
価
す
る
見
地
に
立
っ
て
、
日
本
人

の
創
出
し
た
こ
の
種
の
訳
語
・
新
語
を
積
極
的
に
受
け
い
れ
、
こ
の
こ
と

が

や

が

て

新

し

い

中

国

語

の

語

彙

体

系

の

創

出

に

連

な

っ

て

い

く

事

実

(

近
代
中
国
語
の
形
成
に
他
な
ら
な
い)

な
ど
を
記
述
す
る
。
日
・
中
両
国

に
お
け
る
近
代
語
形
成
上
の
事
実
を
、
両
国
語
間
の
相
互
影
響
に
目
配
り

し
つ
つ
的
確
に
と
ら
え
て
い
る
。 

た
、
終
戦
（
一
九
四
五
年
）
後
の
一
九
五
〇
年
代
、
研
究
は
活
況
を
呈
す

る
が
、
研
究
方
法
上
な
お
難
点
を
持
っ
て
い
た
、
そ
の
後
政
治
的
理
由
で

研
究
は
一
時
中
断
し
た
、
と
記
し
た
後
、
一
九
八
〇
年
代
（
改
革
開
放
後
）

日
・
中
語
彙
交
流
の
研
究
が
本
格
化
し
、
深
化
し
た
、
と
説
く
。
特
に
八

〇
年
代
の
後
半
こ
と
に
九
〇
年
代
以
降
、
日
本
に
お
け
る
近
代
日
本
語
成

立
の
研
究
成
果
を
吸
収
し
な
が
ら
、
質
量
と
も
に
発
展
し
て
現
在
に
至
っ

て
い
る
、
と
説
く
。
個
々
の
主
要
研
究
文
献
の
成
果
と
問
題
点
に
も
言
及

す
る
。 

こ
の
記
述
を
受
け
て
、
本
論
文
は
、
従
来
手
薄
だ
っ
た
一
八
九
五
年
以

降
の
大
量
流
入
期
お
よ
び
消
化
・
吸
収
期
を
対
象
と
し
て
、
言
語
学
的
面

の
分
析
・
社
会
文
化
的
面
の
把
握
、
こ
の
二
点
に
注
意
し
つ
つ
、
新
た
な

考
察
を
な
そ
う
と
す
る
、
と
記
す
。 

｢

第

四

章

梁

啓

超

『

飲

氷

室

合

集

』

の

日

本

語

語

彙

―

清

末

政

体

改

革

前
後
の
資
料
を
中
心
に
―｣

は
、
梁
啓
超
の
『
飲
氷
室
合
集
』(

一
九
三
六

年

刊)

所

収

の

初

期

文

稿(

一

八

九

六

～

一

九

〇

二

年

に

成

る)

を

対

象

と

し
て
、
そ
の
含
む
日
本
語
語
彙
の
特
徴
を
考
察
す
る
。 

｢

第
三
章
近
代
日
中
間
に
於
け
る
語
彙
交
流
の
流
れ｣

は
、
論
者
が
後
の

章
で
個
々
の
事
例
に
即
し
て
研
究
の
成
果
を
述
べ
る
前
の
、
表
記
に
掲
げ

た
事
項
に
つ
い
て
の
概
説
的
な
記
述
で
あ
る
。 
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｢

第

五

章

『

訳

書

彙

編

』

の

日

本

語

語

彙

―

在

日

留

学

生

の

翻

訳

活

動

と

日

本

語

語

彙

の

使

用

―｣

は

、

一

九

〇

〇

年

に

来

日

し

た

留

学

生

た

ち

の

作

っ

た

翻

訳

団

体

の

機

関

誌

『

訳

書

彙

編

』
（

一

九

〇

〇

～

一

九

〇

三

年
）
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
同
誌
は
新
鮮
な
内
容
を
持
ち
、
留
学
生
を

通

じ

て

多

く

の

中

国

知

識

人

層

青

年

に

思

想

上

の

影

響

を

与

え

た

も

の

で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
こ
の
書
の
翻
訳
者
が
、
な
じ
み
の
な
い
日
本
語
語
彙
を
中
国

人
に
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、
日
本
語
原
典
の
学
術
語
に
付
さ
れ
た
解
説
を

翻
訳
し
た
り
、
日
本
語
語
彙
の
後
に
小
文
字
の
中
国
語
の
説
明
を
施
す
な

ど
の
工
夫
を
し
た
り
し
た
事
実
を
も
紹
介
し
て
い
る
。 

つ
い
で
、
こ
れ
ら
の
語
は
、
総
じ
て
、
漢
字
字
音
語
、
抽
象
的
な
概
念

を
表
す
語
に
富
み
、
字
音
接
辞
・
専
門
用
語
が
多
用
さ
れ
る
な
ど
の
特
色

を
も
つ
と
す
る
。 

加
え
て
、
梁
の
用
い
た
こ
れ
ら
の
語
彙
の
現
代
中
国
語
へ
の
定
着
率
は

非
常
に
高
く
、
現
代
中
国
で
八
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
、
と

報
告
す
る
。 

本
章
は
、
第
五
・
第
六
章
と
と
も
に
、
日
清
戦
争
後
、
戊
戌
政
変(

一
八

九
八
年)

前
後
の
、
中
国
に
お
け
る
日
本
観
の
変
化
に
伴
う
、
中
国
知
識
人

層
の
日
本
語
語
彙
受
容
の
実
態
と
そ
の
意
義
と
を
、
従
来
の
研
究
成
果
を

修
正
し
つ
つ
、
的
確
に
把
握
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
研
究
史
上
の
意
義

は
大
き
い
。 

論
者
は
、
こ
の
書
の
日
本
語
語
彙
を
三
七
六
語
と
認
定
し
、
こ
の
三
七

六
語
を
①
漢
字
表
記
の
和
語
、
音
訓
混
種
語
、
日
本
製
漢
語
、
あ
わ
せ
て

二
七
六
語(｢

原
語
借
用
語｣

と
論
者
は
よ
ぶ)

と
②
中
国
に
逆
輸
入
さ
れ
た

語
、
あ
わ

せ
て

一
〇
〇
語(｢

回
帰
借
用

語｣

と
呼
ぶ)

に
分
け
て

そ
の
受
容

の
実
態
を
記
述
す
る
。 

そ
し
て
、
梁
が
来
日(

日
清
戦
争
直
後
の
一
八
九
八
年
日
本
亡
命)

す

る

前
の
著
述
で
す
で
に
七
〇
語
の
日
本
語
語
彙
を
使
っ
て
い
た
こ
と
、
来
日

後

日

本

語

語

彙

を

よ

り

積

極

的

に

受

容

し

て

三

五

二

語

を

使

用

す

る

に

い
た
っ
た
こ
と—

こ
の
よ
う
な
興
味
あ
る
使
用
実
態
を
新
た
に
指
摘
す
る
。 

加
え
て
、
同
書
に
用
い
ら
れ
た
三
七
六
の
日
本
語
語
彙
の
う
ち
現
代
中

国
語
に
定
着
し
た
も
の
は
、
三
一
五
語
、
八
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
る
と

論

者

は

、

二

字

以

上

の

熟

語

に

着

目

し

、
『

合

集

』

に

見

ら

れ

る

日

本

語
語
彙
を
四
二
二
語
と
認
定
す
る
。 

論
者
の
借
用
語
認
定
の
手
続
き
は
、
前
章
に
準
ず
る
。 
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｢

第

六

章

『

日

本

遊

学

指

南

』

の

日

本

語

語

彙

―

在

日

留

学

生

の

著

書

活

動

と

日

本

語

語

彙

―｣

は

、

同

じ

く

中

国

か

ら

の

早

期

留

学

生

章

安

祥

が
一
九
〇
一
年
東
京
帝
大
在
学
中
に
著
し
た
『
日
本
遊
学
指
南
』
を
考
察

の
対
象
と
す
る
。
論
者
は
前
章
ま
で
と
同
一
の
手
続
き
に
よ
っ
て
本
書
に

お
け
る
日
本
語
語
彙
を
一
七
八
語
と
認
定
す
る
。
論
者
は
、
そ
の
一
七
八

語

を

①

中

国

古

典

に

見

え

る

が

そ

の

意

味

が

明

治

以

後

の

日

本

で

変

化

し
た
も
の
、
②
中
国
古
典
に
見
え
ず
、
明
治
期
日
本
の
訳
語
・
造
語
と
見

ら
れ
る
も
の
、
に
分
類
し
た
上
で
、
そ
の
一
七
八
語
に
つ
い
て
、
専
門
語

が
多
用
さ
れ
て
い
る
、
抽
象
的
な
概
念
を
表
す
語
が
多
い
な
ど
の
特
色
を

指
摘
し
て
い
る
。 

論

者

は

、
『

辞

海

』

は

近

代

中

国

に

お

け

る

日

本

語

語

彙

の

受

容

の

ほ

ぼ
定
着
し
た
さ
ま
を
示
す
と
み
な
し
、
そ
の
定
着
の
実
態
を
『
字
源
』
と

の
対
比
を
通
じ
て
と
ら
え
て
い
る
。 

報
告
し
、
そ
の
原
因
に
論
及
し
て
い
る
。 

加
え
て
、
本
書
で
使
わ
れ
た
一
七
八
語
の
日
本
語
語
彙
の
う
ち
現
代
中

国
語
に
残
っ
た
の
は
一
五
六
語
、
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
、
本
書
を

含

め

初

期

留

学

生

に

よ

り

借

用

さ

れ

た

日

本

語

語

彙

の

中

国

語

へ

の

定

着
率
は
非
常
に
高
い
、
と
の
指
摘
を
し
て
い
る
。 

｢

第

七

章

中

国

語

辞

書

『

字

源

』

初

版

に

収

録

さ

れ

た

日

本

語

語

彙

の

性

格｣

で

は

、

近

代

中

国

初

の

大

辞

書

『

字

源

』

の

初

版(

一

九

一

五

年)

を
考
察
の
対
象
と
す
る
。 

論
者
は
前
章
ま
で
と
同
様
の
手
続
き
に
よ
っ
て
、
一
八
〇
語
を
日
本
語

語
彙
か
ら
の
借
用
語
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
日
本
語
語
彙
の
借
用
の
実
態

を
、
①
意
味
分
類
の
上
か
ら
、
②
音
訓
・
品
詞
分
類
の
上
か
ら
，
③
中
国

語
と
の
関
係
の
上
か
ら
、
に
分
け
て
検
討
し
、
①
に
つ
い
て
人
文
科
学
の

語
彙
が
多
く
採
ら
れ
た
こ
と
、
②
に
つ
い
て
訓
読
み
の
和
語
お
よ
び
宛
字

が
他
の
資
料
よ
り
各
段
に
多
い
こ
と
，
③
に
つ
い
て
は
和
語
や
和
製
漢
語

が

多

く

収

録

さ

れ

て

い
る
こ

と

、
な
ど

の

興

味

あ

る

事

実

を

指

摘

す

る

。 

｢

第

八

章

中

国

辞

書

『

辞

海

』

か

ら

見

た

日

本

語

語

彙

の

受

容

と

定
着

―

『

字

源

』

と

の

対

照

を

中

心

に

―｣

は

、

近

代

中

国

辞

書

の

集

大

成

と

い
え
る
『
辞
海
』(

初
版
一
九
三
六
年)

を
考
察
の
対
象
と
す
る
。 

加

え

て

、
『

字

源

』

に

収

録

さ

れ

た

日

本

語

語

彙

の

現

代

中

国

語

へ

の

定
着
率
は
三
分
の
一
弱
に
過
ぎ
な
い
事
実
を
指
摘
し
、
そ
の
原
因
は
、
本

書
に
お
い
て
日
本
語
の
採
択
・
収
録
の
基
準
が
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
に
あ
る
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。 
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次
に
論
者
は
、
残
る
一
五
二
語
は
、
当
辞
書
の
説
明
の
仕
方
か
ら
見
て

非
定
着
語
だ
と
認
定
す
る
。
加
え
て
、
先
行
す
る
『
字
源
』
に
収
録
さ
れ

な
が
ら
『
辞
海
』
で
は
削
除
さ
れ
た
語
と
し
て
六
七
語
を
挙
げ
る
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
日
本
語
語
彙
の
非
定
着
、
消
滅
と
い
う
現
象
の
要
因
を
言

語
学
面
お
よ
び
社
会
・
文
化
面
か
ら
探
っ
て
い
る
。 

論
者
は
、
近
代
的
意
味
を
持
つ｢

教
師｣

｢

教
員｣

な
ど
の
語
は
、
早
く
中

国
の
後
期
洋
学
資
料(

ア
ヘ
ン
戦
争
後
に
成
る)

で
使
用
さ
れ
た
が
、
一
般

に
は
普
及
し
な
か
っ
た
、
洋
学
資
料
の
含
む
こ
れ
ら
の
語
は
、
幕
末
・
明

治
初
期
、
近
代
教
育
制
度
を
樹
立
し
よ
う
と
す
る
日
本
人
た
ち
に
よ
っ
て

受
容
・
使
用

さ
れ
た
、
そ
し
て
明
治
二
十
年(

一
八
八
七
年)

頃
以
降
の
日

本
に
お
い
て
、
教
育
制
度
の
確
立
と
と
も
に
日
本
語
に
定
着
し
た
、
一
方

中
国
で
は
は
じ
め
こ
れ
ら
の
語
は
普
及
し
な
か
っ
た
が
、
一
九
〇
〇
年
頃

の
、
日
本
に
お
け
る
近
代
教
育
制
度
の
形
成
に
着
目
し
た
在
日
中
国
留
学

生
た
ち
に
よ
っ
て

日
本
語
か
ら
借
り
用
い
る
こ
と(

逆
借
用)

が
な
さ
れ
、

や

が

て

中

国

の

近

代

教

育

制

度

形

成

の

努

力

に

伴

っ

て

次

第

に

普

及

し

、

近
代
中
国
語
彙
体
系
に
定
着
す
る
に
い
た
っ
た
、
と
説
く
。 

論

者

は

、
『

辞

海

』

に

は

七

〇

二

も

の

日

本

語

語

彙

が

収

録

さ

れ

て

い

る
と
認
定
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
五
五
〇
語
は
当
時
中
国
語
に
定
着

し
て
い
た
、
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
一
九
世
紀
末
・
二
〇
世
紀
初
め
、
在
日

中
国
人
留
学
生
た
ち
の
翻
訳
・
著
述
活
動
を
通
じ
て
中
国
に
伝
え
ら
れ
た

も

の

で

、

科

学

お

よ

び

文

芸

関

係

の

述

語

が

圧

倒

的

に

多

く

を

占

め

る

、

と
い
う
興
味
深
い
指
摘
を
す
る
。 

「
第
九
章
∧
教
え
る
人
∨
を
表
す
語
の
日
中
語
彙
交
渉
史
」
で
は
、
前

の

各

章

が

ま
と

ま

り

を

持

つ

文

献

を

考

察

の

対

象

と

し

た

の

と

は

違

い

、

個
々
の
具
体
的
語
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。 

7

論
者
は
、
近
代
的
意
味
で
∧
教
え
る
人
∨
を
表
す
諸
語(

教
師
・
教
授
・

教
諭
・
教
員
な
ど)

の
形
成
・
普
及
を
め
ぐ
っ
て
日
・
中
両
国
の
間
に
興
味

あ
る
交
渉
が
存
し
た
と
し
て
、
こ
の
点
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
。 

本
章
は
、
日
・
中
近
代
語
の
交
渉
史
の
重
要
な
一
面
を
動
的
か
つ
的
確

に
捉
え
て
お
り
、
研
究
史
上
の
意
義
が
大
で
あ
る
。 

二

十

世

紀

の

初

め

に

中

国

に

流

入

し

た

数

多

の

日

本

語

語

彙

の

そ

の

後
の
い
わ
ば｢

運
命｣

を
多
面
的
に
鋭
く
と
ら
え
て
お
り
、
研
究
史
に
益
す

る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。 

｢

第
十
章
∧
学
ぶ
人
∨
を
表
す
語
の
日
中
語
彙
交
渉
史｣

で
は
、
前
章
同

 



論
者
は
、
日
本
の
古
代
で
は
漢
籍
に
倣
っ
て
∧
学
ぶ
人
∨
を｢

学
生｣

ほ

か
の
語
で
表
現
し
、
中
世
・
近
世
で
も
引
き
続
き
漢
籍
に
倣
っ
て｢

学
者｣

｢

学
徒｣

な
ど
の
多
様
な
漢
語
で
∧
学
ぶ
人
∨
を
表
現
し
た
、
―
こ
の
よ
う

に
近
代
以
前
に
お
け
る
中
国
か
ら
日
本
へ
の
影
響
の
大
き
さ
を
説
く
。
つ

い
で
、
近
代
日
・
中
間
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
幕
末
・
明
治
初
期

に

中

国

の

英

華

辞

書

に

み

え

る

訳

語

を

借

り

て

さ

ま

ざ

ま

の

形

で

∧

学

ぶ
人
∨
を
表
現
し
た
、
そ
の
後
日
本
で
は
近
代
学
校
教
育
制
度
の
確
立
に

伴
っ
て
こ
れ
ら
の
語
は
淘
汰
さ
れ
、
も
っ
ぱ
ら｢

学
生｣

｢

生
徒｣

の
語
が
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
一
方
中
国
で
は
、
清
末
ま
で
は
∧
学
ぶ
人
∨

を
表
す
語
彙
は
豊
か
で
あ
っ
た
が
、
近
代
学
校
の
教
育
に
関
し
て
は
古
い

語
は
使
わ
れ
ず
、
主
に｢
生
徒｣

を
用
い
て
い
た
、
日
清
戦
争
後
は
日
本
か

ら
の
影
響
で
、｢

学
生｣

｢

生
徒｣
が
一
時
共
存
し
て
い
た
、
二
十
世
紀
の
十

年
以
後
、
日
本
か
ら
の
影
響
で
、｢
学
生｣

が
上
位
語
と
な
り｢

生
徒｣

ほ
か

が

そ

の

下

に

位

す

る

、

∧

学

ぶ

人

∨

の

表

現

形

が

中

国

語

に

定

着

し

た

、

と
説
く
。 

様
の
手
法
に
よ
っ
て
表
題
の
テ
ー
マ
を
追
及
す
る
。 

加
え

て

、｢

小
学

生｣
｢

中
学

生｣
｢

大
学

生｣
留
学

生｣
｢

研
究

生｣

な
ど

の

三
字
漢
語
は
ほ
と
ん
ど
日
本
か
ら
伝
来
し
た
も
の
だ
、
と
記
す
。 

前
章
と
と
も
に
、
日
・
中
の
近
代
化
へ
の
努
力
と
そ
れ
に
伴
う
両
国
間

の
社
会
・
文
化
上
の
関
わ
り
な
い
し
交
渉
を
も
見
据
え
つ
つ
、
両
国
間
に

み

ら

れ

た

語
彙
の

相

互

交

渉

の

重

要

な

一

面

を

的

確

に

把

握

し

て

い

る

。 

｢

第

十

一

章

近

代

漢

語

系

接

辞

『

者

』

の

展

開

―

日

中

間

の

語

彙

交

渉

を

中

心

に

―｣

で

は

、

日

・

中

間

の

語

彙

交

渉

を

、

造

語

成

分

の

ひ

と

つ

で
あ
る
接
辞｢

者｣

を
め
ぐ
っ
て
考
察
す
る
。 

論
者
は
、
幕
末
・
明
治
初
期
の
日
本
で
は
、
接
辞｢

者｣

が
中
国
の
後
期

洋
学
資
料
の
影
響
の
下
で
、
翻
訳
語
と
し
て
英
和
辞
書
に
載
せ
ら
れ
、
翻

訳
書
で
用
い
ら
れ
た
、
「
者｣

は
主
に
二
字
以
上
の
漢
語
語
基
に
下
接
し
て

い
た
、
明
治
中
頃
か
ら
翻
訳
語
に
限
ら
ず
広
く
日
本
語
の
造
語
接
辞
と
な

っ
て
、
日
本
語
に
定
着
し
た
、
と
説
く
。
一
方
近
代
中
国
で
は
、
は
じ
め

接
辞｢

者｣

の
使
用
は
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
が
、
一
九
世
紀
末
・
二
十

世
紀
初
頭
、
在
日
留
学
生
が
日
本
語
に
倣
っ
て
翻
訳
・
著
述
の
中
に
盛
ん

に
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が
中
国
語
に
お
け
る｢

者｣

の
接
辞
化
を
強

く
推
進
し
た
、
は
じ
め
は
日
本
で
作
ら
れ
た
語
を
借
用
し
て
い
た
が
、
一

九

一

〇

年

以

後

日

本

の

使

用

例

に

と

ら

わ

れ

ず

に

接

辞｢

者｣

が

多

用

さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
時
代
が
進
む
と
多
く
の
三
字
新
語
の
創
出
な
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こ
の
章
の
記
述
も
、
読
む
者
を
納
得
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。 

論
者
は
、
そ
れ
ま
で
の
記
述
を
総
括
し
て
、
中
国
に
入
っ
た
日
本
語
語

彙

は

、

中

国

語

に

刺

激

を

与
え

、

中

国

語

の

語

彙

表

現

を

豊

か

に

さ

せ

、

造
語
方
法
を
多
様
化
さ
せ
た
と
同
時
に
、
中
国
語
の
近
代
語
彙
体
系
の
形

成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
、
と
記
す
。
加
え
て
、
今
後
の
課
題
と
し

て
①
魯
迅
、
郭
沫
若
ら
著
名
な
文
学
者
の
著
作
を
対
象
に
し
て
日
本
語
語

彙
の
借
用
の
実
態
を
探
る
こ
と
、
②
近
代
中
国
の
各
種
教
科
書
を
対
象
に

し
て

公

的

教

育

面

で

の

日

本

語

語

彙

の

導

入

・

定

着

の

姿

を

探

る

こ

と

、

な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。 

ど
を
通
じ
て
、
接
辞｢

者｣

は
中
国
語
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
た
、
と

説
く
。 

こ
の
章
も
、
前
二
章
と
と
も
に
、
近
代
日
・
中
両
国
間
の
語
彙
の
相
互

交
渉
の
一
面
を
的
確
に
描
き
だ
し
た
も
の
で
あ
る
。 

｢

第
十
二
章
結
語｣

で
は
、
第
一
章
か
ら
第
十
一
章
ま
で
の
考
察
を
ま
と

め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
研
究
課
題
を
提
示
し
て
い
る
。 
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